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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ズーム機能を有する撮影レンズと、
　前記撮影レンズの情報を取得するためのレンズ情報取得手段と、
　前記撮影レンズにより撮像面に結像された被写体像を光電変換して画像信号を生成する
撮像素子を有し、前記撮像素子の撮像面の一部にクロップ領域を設定し、前記クロップ領
域から前記画像信号を読み出して画像データを生成するクロップ撮影モードを有する撮像
装置において、
　クロップ領域の大きさおよび位置を設定するためのクロップ領域設定手段と、
　前記画像データに基づいて、撮像面での被写体位置を検出して記憶する被写体位置記憶
手段と、
　前記レンズ情報取得手段により取得された前記撮影レンズの焦点距離を記憶するための
焦点距離記憶手段と、
　前記クロップ撮影モードに従って、前記レンズ情報取得手段を制御して前記撮影レンズ
の現在の焦点距離を取得し、前記焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と、前記現
在の焦点距離と、前記被写体位置記憶手段に記憶されている被写体位置とに基づいて前記
クロップ領域設定手段によるクロップ領域の位置の設定を制御するための制御手段と、
　前記制御手段で制御されたクロップ領域設定手段に設定されているクロップ領域の大き
さおよび位置に従って前記画像データの表示を行うための表示手段を有することを特徴と
する撮像装置。
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【請求項２】
　前記焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と前記現在の焦点距離とを比較して、
前記撮影レンズの焦点距離が変更されたか否かを判別する焦点距離変更判別手段を有し、
　前記制御手段は、前記焦点距離変更判別手段が前記撮影レンズの焦点距離の変更がない
と判別した場合には、クロップ領域の大きさおよび位置の設定を変更しないように前記ク
ロップ領域設定手段を制御し、前記焦点距離変更判別手段が前記撮影レンズの焦点距離の
変更があると判別した場合には、前記焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と、前
記現在の焦点距離と、前記被写体位置記憶手段に記憶されている被写体位置とに基づいて
クロップ領域の位置を変更するよう前記クロップ領域設定手段を制御することを特徴とす
る請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記焦点距離変更判別手段が前記撮影レンズの焦点距離の変更があると判別した場合に
は、前記制御手段は、前記現在の焦点距離を記憶するよう前記焦点距離記憶手段を制御し
、さらにクロップ領域の位置の変更に応じて前記被写体位置記憶手段に記憶されている被
写体位置を変更して記憶するよう前記被写体位置記憶手段を制御することを特徴とする請
求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記レンズ情報取得手段を制御して、所定時間ごとに現在の焦点距離
を取得してクロップ領域の位置の設定を制御することを特徴とする請求項１から３のいず
れか一項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記クロップ撮影モードが設定された場合に、前記クロップ領域設定
手段を制御して、設定されているクロップ領域の位置の初期化を行うことを特徴とする請
求項１から４のいずれか一項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像装置は、動画像の撮影および記録を行う動画撮影モードを有し、前記制御手段
は前記動画撮影モードにおいて、前記クロップ撮影モードに従ってクロップ領域の位置の
設定を制御することを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　ズーム機能を有する撮影レンズと、
　前記撮影レンズの情報を取得するためのレンズ情報取得手段と、
　前記撮影レンズにより撮像面に結像された被写体像を光電変換して画像信号を生成する
撮像素子を有し、前記撮像素子の撮像面の一部にクロップ領域をクロップ領域設定手段に
設定し、前記クロップ領域から前記画像信号を読み出して画像データを生成するクロップ
撮影モードを有する撮像装置を制御する方法であり、
　前記画像データに基づいて、撮像面での被写体位置を検出して被写体位置記憶手段に記
憶するステップと、
　前記レンズ情報取得手段により前記撮影レンズの焦点距離を取得して焦点距離記憶手段
に記憶するステップと、
　前記クロップ撮影モードに従って、前記レンズ情報取得手段を制御して前記撮影レンズ
の現在の焦点距離を取得し、前記焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と、前記現
在の焦点距離と、前記被写体位置記憶手段に記憶されている被写体位置とに基づいて前記
クロップ領域設定手段によるクロップ領域の位置の設定を制御するステップと、
　前記位置の設定を制御するステップで制御された前記クロップ領域設定手段に設定され
ているクロップ領域の大きさおよび位置に従って前記画像データの表示を行うステップを
有することを特徴とする制御方法。
【請求項８】
　ズーム機能を有する撮影レンズと、
　前記撮影レンズの情報を取得するためのレンズ情報取得手段と、
　前記撮影レンズにより撮像面に結像された被写体像を光電変換して画像信号を生成する
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撮像素子を有し、前記撮像素子の撮像面の一部にクロップ領域をクロップ領域設定手段に
設定し、前記設定されたクロップ領域から前記画像信号を読み出して画像データを生成す
るクロップ撮影モードを有する撮像装置を制御する方法であり、
　前記画像データに基づいて、撮像面での被写体位置を検出して被写体位置記憶手段に記
憶するステップと、
　前記レンズ情報取得手段により前記撮影レンズの焦点距離を取得して焦点距離記憶手段
に記憶するステップと、
　前記クロップ撮影モードに従って、前記レンズ情報取得手段を制御して前記撮影レンズ
の現在の焦点距離を取得し、前記焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と、前記現
在の焦点距離と、前記被写体位置記憶手段に記憶されている被写体位置とに基づいて前記
クロップ領域設定手段によるクロップ領域の位置の設定を制御するステップと、
　前記位置の設定を制御するステップで制御された前記クロップ領域設定手段に設定され
ているクロップ領域の大きさおよび位置に従って前記画像データの表示を行うステップを
有することを特徴とする制御方法。
【請求項９】
　コンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録された、または通信を介して取得されたコ
ンピュータプログラムあり、前記コンピュータプログラムは撮像装置に含まれる制御手段
に前記撮像装置の制御方法を実行させるためのプログラムコードを含み、前記制御方法は
、ズーム機能を有する撮影レンズと、前記撮影レンズの情報を取得するためのレンズ情報
取得手段と、前記撮影レンズにより撮像面に結像された被写体像を光電変換して画像信号
を生成する撮像素子を有し、前記撮像素子の撮像面の一部にクロップ領域をクロップ領域
設定手段に設定し、前記設定されたクロップ領域から前記画像信号を読み出して画像デー
タを生成するクロップ撮影モードを有する撮像装置を制御する方法であり、
　前記画像データに基づいて、撮像面での被写体位置を検出して被写体位置記憶手段に記
憶するステップと、
　前記レンズ情報取得手段により前記撮影レンズの焦点距離を取得して焦点距離記憶手段
に記憶するステップと、
　前記クロップ撮影モードに従って、前記レンズ情報取得手段を制御して前記撮影レンズ
の現在の焦点距離を取得し、前記焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と、前記現
在の焦点距離と、前記被写体位置記憶手段に記憶されている被写体位置とに基づいて前記
クロップ領域設定手段によるクロップ領域の位置の設定を制御するステップと、
　前記制御ステップで制御されたクロップ領域設定手段に設定されているクロップ領域の
大きさおよび位置に従って前記画像データの表示を行うステップを有することを特徴とす
るコンピュータプログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のコンピュータプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録
媒体であり、前記記録されたコンピュータプログラムが前記記録媒体から読み出されて前
記撮像装置の制御手段により実行された場合に、前記撮像装置の制御方法が実行されるこ
とを特徴とするコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は撮像装置に係り、特に撮像光学系にズーム機能を有する撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ＣＣＤやＣＭＯＳを撮像素子として使用して撮影した画像を記録する、電子
カメラなどの撮像装置が普及している。これらの用途で使用する撮像素子では、静止画の
解像度を高めるために、最近では１０００万画素を超える撮像素子も多くなってきている
。
　このような高画素撮像素子を有する撮像装置では、特定の画素領域のみを切り出して読
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み出すクロップ方式を用いて撮影画像の低画素化を行うことで、全画素を読み出すよりも
高速で画像処理を行うことが出来る。
【０００３】
　また従来、光学ファインダを使用して被写界を観察して静止画撮影を行っていた、例え
ばデジタル一眼レフにおいても、ライブビューによる被写界の観察や動画撮影が可能なも
のが市販され始めている。
【０００４】
　一方、出力される画像データの部分領域を切り取ることにより、擬似的なズーム画像を
生成する電子ズーム機能を有する撮像装置が広く知られている。
【０００５】
　このような電子ズーム機能を搭載した撮像装置では、電子ズームで切り出される部分領
域の大きさによって焦点調節領域を変更することが多い。
　また、特許文献１によれば、選択された焦点調節領域から被写体の位置を特定し、被写
体の位置に基づいて部分領域位置が決定されるので、被写体が画像の中央に存在しない場
合においても、被写体を電子ズーム画像の中央に捉えることが可能となっている。
【０００６】
　上記のような電子ズーム機能を有する撮像装置では、被写体が常に画像の中央に捉えら
れているため、ライブビュー中や動画撮影中に電子ズームを行った場合でも、被写体が切
り出し部分領域から外れることなく撮影することが出来る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－０３３５０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、例えば前述のデジタル一眼レフカメラのようにズーム機能を有する光学
レンズを使用する撮像装置においては、ズーミングによって撮像面中央部が拡大・縮小さ
れるため、被写体が撮影領域から外れる場合があった。
【０００９】
　図８は、光学レンズによるズーム機能を用いてライブビュー撮影を行った場合の撮像素
子の撮影領域に対応する撮影画像を示す図であり、図８（ａ）がズーミング前、図８（ｂ
）がズーミング後の撮影画像を示している。
【００１０】
　図８（ａ）において、被写体が撮影領域中央から少し外れた位置にいた場合、そのまま
ズーミングを行うと撮影領域の中央部のみが拡大されるため、図８（ｂ）のように、ライ
ブビュー表示をされている画像から被写体が外れてしまう。
【００１１】
　ライブビュー表示されている画像から被写体が外れないようにするためには、撮影者が
意図的に構図を保つようにフレーミングする必要があった。また、動画撮影中にズーミン
グを行う際、ライブビュー表示されている画像における被写体の位置を変更したくない場
合は、光学レンズのズーム量に合わせてフレーミングする必要があった。
【００１２】
　さらに、三脚などを使用した遠隔操作撮影のように撮影者が構図変更を行えない場合で
は、たとえオートパワーズーム機能を有する撮影レンズを使用した場合であっても、被写
体が撮像面の中央部に位置していなければ、その被写体に対してズーム機能を使用するこ
とが出来なかった。
【００１３】
　本発明は上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、ライブビュ
ー中もしくは動画撮影中に光学レンズによるズーミングを行っても、被写体の撮影画像内
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での位置がズーミング前後で移動せず、したがって撮影画像から被写体が外れることなく
ライブビュー表示を可能とする撮像装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本件発明によると、撮像装置はズーム機能を有する撮影レンズと、撮影レンズの情報を
取得するためのレンズ情報取得手段と、撮影レンズにより撮像面に結像された被写体像を
光電変換して画像信号を生成する撮像素子を有し、撮像素子の撮像面の一部にクロップ領
域を設定し、クロップ領域から画像信号を読み出して画像データを生成するクロップ撮影
モードを有する撮像装置であり、クロップ領域の大きさおよび位置を設定するためのクロ
ップ領域設定手段と、画像データに基づいて、撮像面内の被写体位置を検出して記憶する
被写体位置記憶手段と、レンズ情報取得手段により取得された撮影レンズの焦点距離を記
憶するための焦点距離記憶手段と、クロップ撮影モードに従って、レンズ情報取得手段を
制御して撮影レンズの現在の焦点距離を取得し、焦点距離記憶手段に記憶されている焦点
距離と、現在の焦点距離と、被写体位置記憶手段に記憶されている被写体位置とに基づい
てクロップ領域設定手段によるクロップ領域の位置の設定を制御するための制御手段と、
制御手段で制御されたクロップ領域設定手段に設定されているクロップ領域の大きさおよ
び位置に従って画像データの表示を行うための表示手段を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の撮像装置によれば、ライブビュー表示の画像内の被写体がズーミング中に画像
から外れることがないので、撮影者はフレーミングをすることなく、ライブビュー表示を
しながらズーミングを良好に安定して行うことが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の各実施形態に係るデジタル一眼レフカメラの内部構成を示すブロック図
である。
【図２】静止画撮影モードでライブビュー表示中にズーミングを行った場合の電子カメラ
本体１００の動作および処理手順のフローチャートを示す図である。
【図３】静止画撮影モードでライブビュー表示中にズーミングを行った場合の電子カメラ
本体１００の動作および処理手順のフローチャートを示す図である。
【図４】ライブビュー表示動作のフローチャートを示す図である。
【図５】動画撮影モードでズーミングを行った場合の撮像装置の動作および処理手順のフ
ローチャートを示す図である。
【図６】動画撮影モードでズーミングを行った場合の撮像装置の動作および処理手順のフ
ローチャートを示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態におけるズーミング前後のライブビュー画像を示す図で
ある。
【図８】従来技術において光学レンズによるズーム機能を用いたライブビュー撮影を行っ
た場合の撮像素子の撮影領域に対応する撮影画像を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
第１の実施形態
　図１乃至図７を用いて、本発明第１の実施形態について説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施例、各形態に係るデジタル一眼レフカメラの内部構成を示すブロ
ック図である。
　図１に示すように、本実施形態のデジタル一眼レフカメラは、デジタル一眼レフカメラ
本体を構成する電子カメラ本体１００と、複数の撮影レンズ３１０などから構成される撮
影光学系を含む撮影レンズユニット３００と、記録媒体２００と、電源ユニット８６とか
ら構成される。また、記録媒体２００および電源ユニット８６は電子カメラ本体１００に



(6) JP 5432664 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

着脱可能な構成で装着されている。
【００１９】
　撮影レンズユニット３００は、撮影レンズ３１０を駆動させる駆動部および撮影レンズ
３１０を透過する光束の入射光量を調整する光量制限手段を含む構成である。また、撮影
レンズユニット３００は電子カメラ本体１００に対して着脱自在に配設されている。
【００２０】
　また、電子カメラ本体１００は、以下のように構成されている。
　１２は、撮像素子１４への露光量を制御するためのシャッタである。１４は、光学像を
電気信号に変換する撮像素子であり、例えばＣＣＤセンサ、ＣＭＯＳセンサなどである。
撮影レンズ３１０に入射した光線は、光量制限手段である絞り３１６、レンズマウント３
０６および１０６、ミラー１１２、シャッタ１２を介して導かれ、光学像として撮像素子
１４の撮像面上に結像する。
【００２１】
　また、ミラー１１２および１１４により、撮影レンズ３１０に入射した光線は光学ファ
インダ１１０に導かれる。なお、ここではミラー１１２がクイックリターンミラーである
として説明するが、ハーフミラーの構成としても構わない。
【００２２】
　１６は、撮像素子１４からのアナログ信号出力をデジタル信号（以下、画像データとす
る）に変換するＡ／Ｄ変換器である。
【００２３】
　１８は、撮像素子１４、Ａ／Ｄ変換器１６、Ｄ／Ａ変換器２６にクロック信号や制御信
号を供給するタイミング発生回路であり、メモリ制御回路２２およびシステム制御回路５
０により制御される。
【００２４】
　２０は、画像処理回路であり、Ａ／Ｄ変換器１６からの画像データあるいはメモリ制御
回路２２からの画像データに対して所定の画素補間処理や色変換処理を行う。また、画像
処理回路２０においては、必要に応じて画像データを用いて所定の演算処理を行い、シス
テム制御回路５０が得られた演算結果に基づいて、ＴＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式の
ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出制御）処理、ＥＦ（ストロボ調光）処理
を行い、焦点調節手段４２（以下、測距ユニットとする）、測光ユニット４４に対して制
御する。さらに、画像処理回路２０は、ＷＢ（ホワイトバランス）処理も行うよう構成さ
れている。
【００２５】
　メモリ制御回路２２は、Ａ／Ｄ変換器１６、タイミング発生回路１８、画像処理回路２
０、画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、メモリ３０、圧縮・伸長回路３２を制御す
る。Ａ／Ｄ変換器１６が出力する画像データは、画像処理回路２０およびメモリ制御回路
２２を介して、あるいはメモリ制御回路２２のみを介して画像表示メモリ２４あるいはメ
モリ３０に書き込まれる。
【００２６】
　画像表示メモリ２４、Ｄ／Ａ変換器２６、画像表示部２８（例えばＴＦＴ・ＬＣＤ）は
、画像表示に必要な処理を行う。具体的には、画像表示メモリ２４に書き込まれた表示用
の画像データが、Ｄ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２８に出力されて表示される。画
像表示部２８を用いて撮像素子１４で撮像した画像データを逐次表示すれば、ライブビュ
ー（撮影の前後のファインダ機能として、撮像素子１４によって撮像された動画像を表示
すること）を実現することも可能である。また、記録媒体２００の記録領域２０２に記録
されている画像データを読み出し、圧縮・伸長回路３２によって所定の処理を行った後、
画像表示メモリ２４およびＤ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２８に表示することも可
能である。
【００２７】
　メモリ３０は、撮影した静止画像および動画像を格納するための記憶媒体であり、所定
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枚数の静止画像および所定時間の動画像を格納するのに十分な記憶容量を備えている。こ
れにより、複数枚の静止画像を連続して撮影する連写撮影の場合にも、高速かつ大容量の
画像書き込みをメモリ３０に対して行うことが可能となる。また、メモリ３０はシステム
制御回路５０の作業領域としても使用することが可能である。
【００２８】
　３２は適応離散コサイン変換（ＡＤＣＴ）などにより画像データを圧縮伸長する圧縮・
伸長回路であり、メモリ３０に格納された画像データを読み込んで圧縮処理あるいは伸長
処理を行い、処理を終えた画像データをメモリ３０に書き込む。
【００２９】
　４０は、測光ユニット４４からの測光情報に基づいて、絞り３１６を制御する絞り制御
回路３３０と連携しながらシャッタ１２を制御するシャッタ制御回路である。４２はＡＦ
（オートフォーカス：自動焦点調節）処理を行うための測距ユニットであり、撮影レンズ
３１０に入射した光線を絞り３１６、レンズマウント３０６および１０６、ミラー１１２
および測距用サブミラー（図示せず）を介して測距ユニット４２内のＡＦ用センサ（図示
せず）上に光学像として結像させることにより画像の合焦状態を測定する。
【００３０】
　測光ユニット４４は、ＡＥ（自動露出）処理を行うための測光装置である。撮影レンズ
３１０に入射した光線を絞り３１６、レンズマウント３０６および１０６、ミラー１１２
および測光用レンズ（図示せず）を介して測光ユニット４４内の測光用センサ（図示せず
）上に光学像として結像させることにより画像の露出状態を測定する。
【００３１】
　なお、撮像素子１４によって撮像した画像データを画像処理回路２０によって演算処理
した結果に基いて、システム制御回路５０がシャッタ制御回路４０、絞り制御回路３３０
、測距制御回路３３２を制御する、コントラストＡＦ方式を用いたＡＦ処理およびＡＥ処
理をすることもできる構成になっている。
【００３２】
　５０は、電子カメラ本体１００全体を制御するシステム制御回路であり、７２はシステ
ム制御回路５０の動作用の定数、変数、プログラムなどを記憶するメモリである。システ
ム制御回路５０は電子カメラ本体１００の様々な動作において、判別手段および制御手段
として用いられる。
【００３３】
　５２はシステム制御回路５０内にあるクロップ領域設定手段であり、操作部７０を用い
て撮影者が設定したクロップ領域の大きさをクロップ領域記憶手段９４に記憶させる。ま
た、撮影レンズ３１０の焦点距離変化に基づいて、クロップ領域の大きさおよび位置を変
更し、クロップ領域記憶手段９４に記憶させる。
【００３４】
　５４はシステム制御回路５０内にある焦点距離変更判別手段であり、焦点距離記憶手段
９８に記憶されている焦点距離と、レンズ通信手段１２４によって取得した撮影レンズ３
１０の現在の焦点距離とを比較し、焦点距離が変更されたか否かを判別する。
【００３５】
　モードダイヤル６０、レリーズスイッチＳＷ１（６２）およびレリーズスイッチＳＷ２
（６４）は、システム制御回路５０の各種の動作指示を入力するための操作手段であり、
スイッチやダイヤル、タッチパネル、視線検知によるポインティング、音声認識装置など
の単数あるいは複数の組み合わせで構成される。
【００３６】
　ここで、これらの操作手段の具体的な説明を行う。モードダイヤル６０は、自動撮影モ
ード、プログラム撮影モード、シャッタ速度優先撮影モード、絞り優先撮影モード、マニ
ュアル撮影モード、静止画撮影モード、動画撮影モードなどの各機能撮影モードを切り替
え設定することが出来る回転式スイッチである。
【００３７】
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　レリーズスイッチＳＷ１（６２）は、レリーズボタン（図示せず）の操作途中でＯＮ（
オン）となり、ＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＷＢ（ホワイト
バランス）処理、ＥＦ（ストロボ調光）処理などの動作開始を指示する。レリーズスイッ
チＳＷ２（６４）は、レリーズボタン（図示せず）の操作完了でＯＮとなり、撮像素子１
２から読み出した信号をＡ／Ｄ変換器１６、メモリ制御回路２２を介してメモリ３０に画
像データを書き込む露光処理、画像処理回路２０およびメモリ制御回路２２での演算を用
いた現像処理、メモリ３０から画像データを読み出し、圧縮・伸長回路３２で圧縮を行い
、記録媒体２００に画像データを書き込む記録処理という一連の処理の動作開始を指示す
る。
【００３８】
　６６は画像表示ボタンであり、画像表示部２８のＯＮ／ＯＦＦを設定することが出来る
。この機能により、光学ファインダ１１０を用いて撮影を行う際に、ＬＣＤなどから成る
画像表示部２８への電流供給を遮断することによって、省電力を図ることが可能となる。
【００３９】
　６８は動画撮影ボタンであり、１度目のＯＮにより動画撮影を開始し、再度ＯＮされる
と動画撮影を終了する。
【００４０】
　７０は、各種ボタンおよびタッチパネルなどからなる操作部で、例えばメニューボタン
、セットボタン、マルチ画面再生改ページボタン、フラッシュ設定ボタン、単写／連写／
セルフタイマー切り替えボタン、メニュー移動＋（プラス）ボタン、メニュー移動－（マ
イナス）ボタン、撮影画質選択ボタン、露出補正ボタン、日付／時間設定ボタン、決定／
実行ボタンなどから構成される。　
　選択／切り替えボタンは、撮影および再生を実行する際に各種機能の選択および切り替
えを設定するボタンである。決定／実行ボタンは、撮影および再生を実行する際に各種機
能の決定および実行を設定するボタンである。
【００４１】
　クロップ領域の大きさを設定する際は、撮影者がクロップ領域設定メニューを用いて、
操作部７０のプラスボタン、マイナスボタンを操作し、決定／実行ボタンを操作すること
でクロップ領域の大きさを決定する。予め決められている複数のクロップ領域の大きさか
ら選択・決定する構成にしても良い。
【００４２】
　７２は、システム制御回路５０の動作用の定数、変数、プログラムなどを記憶するメモ
リである。
【００４３】
　７４は、システム制御回路５０でのプログラムの実行に応じて、文字、画像、音声など
を用いて動作状態やメッセージを表示する、例えば液晶ディスプレイなどの表示機能およ
び動作音や警告音などを発音する例えばスピーカーなどの発音機能を備える表示部である
。上記表示部７４は、電子カメラ本体１００の操作部近辺の視認しやすい位置に１個もし
くは複数個設置され、例えばＬＣＤやＬＥＤ、発音素子などの組み合わせにより構成され
ている。
【００４４】
　７６は、電気的に消去・記録可能な不揮発性メモリであり、必要に応じてメモリ７２の
内容を記録するものであって、例えばＥＥＰＲＯＭなどが用いられる。
【００４５】
　７８は、経過時間を測定するタイマーである。
【００４６】
　８０は、電源制御回路であり、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロッ
クを切り替えるスイッチ回路などにより構成されており、電池の種類、電池残量の検出を
行い、検出結果およびシステム制御回路５０の指示に基づいてＤＣ－ＤＣコンバータを制
御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体を含む各部へ供給する。８２および８４は、電



(9) JP 5432664 B2 2014.3.5

10

20

30

40

50

子カメラ本体１００と電源ユニット８６を接続するコネクタである。電源ユニット８６は
、アルカリ電池やリチウム電池などの一次電池やＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電池、Ｌｉ電池
などの二次電池、ＡＣアダプタなどからなる電源ユニットである。
【００４７】
　８８は、電源スイッチであり、電子カメラ本体１００の電源オン、電源オフの各モード
を切り替え設定することが出来る。また、電子カメラ本体１００に接続された撮影レンズ
ユニット３００、外部ストロボ（図示せず）、記録媒体２００などの各種付属装置の電源
オン、電源オフの設定も合わせて切り替え設定することが出来る。
【００４８】
　９０は、メモリーカードやハードディスクなどの記録媒体とのインターフェースであり
、９２は、メモリーカードやハードディスクなどの記録媒体と接続を行うコネクタである
。
【００４９】
　９４はクロップ領域記憶手段で、システム制御回路５０内にあるクロップ領域設定手段
５２にて設定されたクロップ領域の大きさおよび位置を記憶する。
【００５０】
　９６は被写体位置記憶手段であり、測距ユニット４２によるＡＦ処理もしくはコントラ
ストＡＦによる合焦位置を被写体位置として記憶する。また、上述の合焦位置とシステム
制御回路５０により算出された被写体移動量とから得られるライブビュー画像内の被写体
位置も記憶する。
【００５１】
　９８は、撮影レンズ通信手段１２４により通信・取得した焦点距離を記憶する焦点距離
記憶手段である。
【００５２】
　１２０は、レンズマウント１０６内において、電子カメラ本体１００を撮影レンズユニ
ット３００を接続するためのレンズ通信インタフェースであり、１２２は電子カメラ本体
１００を撮影レンズユニット３００と電気的に接続するレンズ通信コネクタである。撮影
レンズ通信手段１２４は、レンズ通信インタフェース１２０およびレンズ通信コネクタ１
２２から構成される。
【００５３】
　レンズ通信コネクタ１２２は、電子カメラ本体１００と撮影レンズユニット３００との
間で制御信号、状態信号、データ信号などを伝達すると共に、各種電圧の電流を供給する
機能も備えている。また、コネクタ１２２は電気通信のみならず、光通信、音声通信など
を伝達する構成としても良い。
【００５４】
　２００は、メモリカードやハードディスクなどの記録媒体である。記録媒体２００は、
半導体メモリや磁気ディスクなどから構成される記録領域２０２、電子カメラ本体１００
とのインタフェース２０４、電子カメラ本体１００と接続を行うコネクタ２０６を備えて
いる。記録領域２０２には画像データが記録される。また、撮像情報が撮像情報データと
して画像データに関連付けて記録される。
【００５５】
　ここで、上述した撮影レンズユニット３００について、さらに詳細に説明する。撮影レ
ンズユニット３００は、上述したように交換レンズタイプの撮影レンズユニットである。
【００５６】
　３０６は、撮影レンズユニット３００を電子カメラ本体１００と機械的に結合するレン
ズマウントである。レンズマウント３０６内には、撮影レンズユニット３００を電子カメ
ラ本体１００と電気的に接続する各種機能が含まれている。
【００５７】
　撮影レンズ３１０はズームレンズ３１２およびフォーカスレンズ３１４などから構成さ
れる。ズームレンズ３１２はズームレンズ制御手段３３４によって制御され、その位置を
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撮影光軸方向に移動することでズーミングを可能とする。ズーミングを行うことで、撮像
素子１４によって撮像される画角を変更することが出来る。
【００５８】
　フォーカスレンズ３１４はフォーカスレンズ制御手段３３２によって制御され、その位
置を撮影光軸方向に移動することで、撮影レンズ３１０の焦点調節を可能とする。
【００５９】
　３２０は、レンズマウント３０６内において、撮影レンズユニット３００を電子カメラ
本体１００と接続するためのインタフェースである。３２２は、撮影レンズユニット３０
０を電子カメラ本体１００と電気的に接続するコネクタである。コネクタ３２２は、電子
カメラ本体１００とレンズユニット３００との間で制御信号、状態信号、データ信号など
を伝達すると共に、各種電圧の電流を供給されるあるいは供給する機能も備えている。
【００６０】
　絞り制御回路３３０は、測光ユニット４４からの測光情報に基づいて、シャッタ１２を
制御するシャッタ制御回路４０と連携しながら、絞り３１６を制御する。フォーカスレン
ズ制御回路３３２は、フォーカスレンズ３１４の位置を移動することで撮影レンズ３１０
の焦点調節を制御する。
【００６１】
　ズームレンズ制御手段３３４は、ズームレンズ３１２の位置を移動することで撮影レン
ズ３１０のズーミングを制御する。レンズシステム制御回路３３６は、撮影レンズユニッ
ト３００全体を制御する。レンズシステム制御回路３３６は、動作用の定数、変数、プロ
グラムなどを記憶するメモリや撮影レンズユニット３００固有の番号などの識別情報、管
理情報、開放絞り値や最小絞り値、焦点距離などの機能情報、現在や過去の各設定値など
を保持する不揮発メモリの機能も備えており、電子カメラ本体１００からの指示により、
インタフェース３２０およびコネクタ３２２を介して上述の機能情報を電子カメラ本体１
００へ送信する。
【００６２】
　次に、図２乃至図４および図７を用いて、本発明第１の実施形態である、静止画撮影モ
ードにおいてライブビュー表示中にズーミングを行った場合の動作について説明する。
【００６３】
　図２および図３は、本発明の一実施形態である静止画撮影モードにおいてライブビュー
表示中にズーミングを行った場合の撮像装置の動作および処理手順を示すフローチャート
である。
【００６４】
　図２に示したように、処理が開始されると、システム制御回路５０は現在の撮影モード
がクロップ撮影モードになっているか否かを判別する（ステップＳ１０１）。クロップ撮
影モードになっていなかった場合（ステップＳ１０１のＮＯ）、クロップ撮影モードの判
別を繰り返す。このとき、ライブビュー表示は通常撮影モードとしてのライブビュー表示
となる。本発明はクロップ撮影に関する発明であるため、通常の撮影についての説明は省
略する。
【００６５】
　ステップＳ１０１においてクロップ撮影モードであると判別された場合（ステップＳ１
０１のＹＥＳ）、システム制御回路５０は、クロップ領域の大きさがクロップ領域設定手
段５２により設定され、クロップ領域記憶手段９４に記憶されているか否かを判別する（
ステップＳ１０２）。
【００６６】
　クロップ領域の大きさが設定されておらず、クロップ領域記憶手段９４に記憶されてい
なかった場合（ステップＳ１０２のＮＯ）、システム制御回路５０は表示部７４を用いて
撮影者にクロップ領域が未設定であることを報知し、撮影者に操作部７０を使用してクロ
ップ領域の大きさを設定させる。設定されたクロップ領域の大きさは、クロップ領域記憶
手段９４に記憶する（ステップＳ１０３）。
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【００６７】
　ステップＳ１０２においてクロップ領域の大きさが設定されていた場合（ステップＳ１
０２のＹＥＳ）、システム制御回路５０はクロップ領域記憶手段９４に記憶されているク
ロップ領域の位置をリセットし、原点（撮影画面中央）に初期化する（ステップＳ１０４
）。
【００６８】
　続いてシステム制御回路５０は、画像表示ボタン６６がＯＮされているか否かを判別し
（ステップＳ１０５）、画像表示ボタン６６がＯＦＦだった場合は（ステップＳ１０５の
ＮＯ）、画像表示ボタン６６のＯＮ／ＯＦＦ判別動作を繰り返す。
【００６９】
　ステップＳ１０５において画像表示ボタン６６がＯＮされていた場合（ステップＳ１０
５のＹＥＳ）、システム制御回路５０はミラー１１２をアップさせた後（ステップＳ１０
６）、画像表示部２８を用いてライブビュー表示を行い（ステップＳ１０７）、タイマー
７８を『０』にリセットしてからタイマーを開始する（ステップＳ１０８）。
【００７０】
　ここで図４のフローチャートを用いて、ライブビュー表示動作について説明する。図４
はライブビュー表示動作を示すフローチャートである。
【００７１】
　まずシステム制御回路５０は、ライブビュー画像を画像表示部２８に表示するための撮
影準備の初期化を行う（ステップＳ３０１）。
【００７２】
　デジタル方式の一眼レフカメラでは、ミラー１１２やシャッタ１２により、露光時を除
いて撮像素子１４は遮光されているのが一般である。したがって、ＡＦやＡＥには撮像素
子１４を使うのではなく、それぞれの用途に応じたＡＦ用センサおよびＡＥ用センサを別
途配設し、撮影レンズ３１０から入射した光を光路分割して各センサで受光している。
【００７３】
　しかしライブビュー時は、ミラー１１２が跳ね上げられ、シャッタ１２が開き、撮像素
子１４が露光状態になる。この状態では測距ユニット４２内のＡＦ用センサや測光ユニッ
ト４４内のＡＥ用センサには光が届かない状態になり、これらのセンサによるＡＦやＡＥ
が行えない。よってライブビュー中にＡＦ、ＡＥを行うためには、コントラストＡＦや撮
像面ＡＥの機能を用いる（ステップＳ３０２）。
【００７４】
　システム制御回路５０は、タイミング発生回路１８を制御してライブビュー表示のフレ
ームレートタイミングで撮像素子１４からのアナログ信号を読み出す（ステップＳ３０３
）。撮像素子１４から読み出されたアナログ信号は、Ａ／Ｄ変換器１６によってデジタル
信号となり、画像処理回路２０およびメモリ制御回路２２によってライブビュー表示用の
画像処理が施され、画像データとして画像表示メモリ２４に記憶される（ステップＳ３０
４）。そして、画像表示メモリ２４に記憶された画像データは、メモリ制御回路２２およ
びＤ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２８に表示される（ステップ３０５）。ステップ
Ｓ３０２乃至ステップＳ３０５の動作を逐次繰り返すことにより、ライブビュー表示を実
現している。
【００７５】
　図２のステップＳ１０９において、図４のステップＳ３０２にて行ったコントラストＡ
Ｆによる合焦位置を、被写体位置として被写体位置記憶手段９６に記憶する（ステップＳ
１０９）。
【００７６】
　次にシステム制御回路５０は、撮影レンズ通信手段１２４であるレンズ通信インタフェ
ース１２０およびレンズ通信コネクタ１２２を介して撮影レンズユニット３００と通信し
、撮影レンズ３１０の現在の焦点距離を取得し（ステップＳ１１０）、焦点距離記憶手段
９８に記憶する（ステップＳ１１１）。
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【００７７】
　続いてシステム制御回路５０は、レリーズスイッチＳＷ１（６２）がＯＮされているか
否かを判別する（ステップＳ１１２）。レリーズスイッチＳＷ１（６２）がＯＮされてい
るならば（ステップＳ１１２のＹＥＳ）、図３のステップＳ２００へ進む。
【００７８】
　レリーズスイッチＳＷ１（６２）がＯＦＦだった場合（ステップＳ１１２のＮＯ）、シ
ステム制御回路５０はタイマー７８の経過時間が、予め設定されている所定時間ｔに達し
ているか否かを判別する（ステップＳ１１３）。所定時間ｔは、ライブビュー表示のフレ
ームレートに基づいており、フレームレートが３０ｆｐｓであった場合、所定時間ｔは約
０秒０３である。
【００７９】
　タイマー７８の経過時間が所定時間ｔに達していなかった場合（ステップＳ１１３のＮ
Ｏ）、所定時間ｔに達するまで判別動作を繰り返す。
　タイマー７８の経過時間が所定時間ｔになった場合（ステップＳ１１３のＹＥＳ）、シ
ステム制御回路５０は撮影レンズユニット３００と通信し、再び撮影レンズ３１０の現在
の焦点距離を取得する（ステップＳ１１４）。焦点距離変更判別手段５４は、取得された
焦点距離と焦点距離記憶手段９８に記憶されている焦点距離とが異なるか否かを判別する
（ステップＳ１１５）。
【００８０】
　２つの焦点距離が同じであった場合は（ステップＳ１１５のＮＯ）、ズーミングが行わ
れなかったことになり、再度ライブビュー表示をして（ステップＳ１１６）、ステップＳ
１１２へ進む。２つの焦点距離が異なった場合（ステップＳ１１５のＹＥＳ）、ズーミン
グにより画角が変更されたことになり、システム制御回路５０は両焦点距離からズーム倍
率を算出する（ステップＳ１１７）。
【００８１】
　続いてシステム制御回路５０はステップＳ１１７において算出されたズーム倍率と被写
体位置記憶手段９６に記憶されている被写体位置とから撮像素子１４の撮像面における被
写体移動量を算出する（ステップＳ１１８）。クロップ領域設定手段５２は、算出された
被写体移動量に基づいてクロップ領域の位置を設定し、クロップ領域記憶手段９４に記憶
されているクロップ領域の位置を変更する（ステップＳ１１９）。すなわち、本件発明の
撮像装置（１００）は、クロップ撮影モードに従って、レンズ情報取得手段を制御して撮
影レンズの現在の焦点距離を取得し、焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と、現
在の焦点距離と、被写体位置記憶手段に記憶れている被写体位置とに基づいてクロップ領
域設定手段によるクロップ領域の位置の設定を制御するための制御手段（５０）を有する
。この構成により、光学レンズによりズーミングを行った際に、ズーム倍率に合わせてク
ロップ領域の位置を変更してズーミング中に被写体が表示画像から外れることのないライ
ブビュー表示を行うことを可能にしている。
【００８２】
　さらに、システム制御回路５０は、ステップＳ１１８において算出された被写体移動量
からライブビュー画像内の被写体位置を算出し、被写体位置記憶手段９６に記憶されてい
る被写体位置に上書き、記憶する（ステップＳ１２０）。また、ステップＳ１１３におい
て取得した撮影レンズ３１０の焦点距離を焦点距離記憶手段９８に記憶されている焦点距
離に上書き、記憶する（ステップＳ１２１）。
【００８３】
　そして、ステップＳ１１９で設定されたクロップ領域の位置に基づいて、システム制御
回路５０はライブビュー表示を行った後（ステップＳ１２２）、画像表示ボタン６６がＯ
Ｎされているか否かを判別する（ステップＳ１２３）。画像表示ボタン６６がＯＮされて
いた場合（ステップＳ１２３のＹＥＳ）、ステップＳ１１２へ戻り、画像表示ボタン６６
がＯＦＦだった場合は（ステップＳ１２３のＮＯ）、ミラー１１２をダウンさせた後（ス
テップＳ１２４）、ライブビュー動作を終了する（ステップＳ１２５）。
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【００８４】
　図２のステップＳ１１２においてレリーズスイッチＳＷ１（６２）がＯＮされていた場
合（ステップＳ１１２のＹＥＳ）、システム制御回路５０はレリーズスイッチＳＷ２（６
４）がＯＮされたか否かを判別する（図３のステップＳ２００）。
レリーズスイッチＳＷ２（６４）がＯＮされていなかった場合（ステップＳ２００のＮＯ
）、ステップＳ２１２へと進む。
【００８５】
　図３のステップＳ２００においてレリーズスイッチＳＷ２（６４）がＯＮされていた場
合（ステップＳ２００のＹＥＳ）、システム制御回路５０はミラー１１２をダウンさせる
（ステップＳ２０１）。ミラー１１２がダウンすると、測距ユニット４２内のＡＦセンサ
および測光ユニット４４内のＡＥセンサに被写体光が入射・露光され、信号電荷が所定時
間蓄積される。蓄積終了後、システム制御回路５０は各センサから蓄積された信号電荷の
アナログ信号出力を読み出し、ＡＦ（オートフォーカス）処理およびＡＥ（自動露出）処
理を行った後（ステップＳ２０２）、撮影が行われる（ステップＳ２０３）。
【００８６】
　次にシステム制御回路５０は、タイミング発生回路１８を制御して撮像素子１４からの
アナログ信号を読み出し、Ａ／Ｄ変換器１６によってデジタル信号に変換された後、画像
メモリ３０に記憶する（ステップＳ２０４）。
【００８７】
　画像メモリ３０に記憶された画像データから、記録媒体２００に記録する画像データと
、ライブビュー表示用の画像データの２つの画像データが作成される。記録媒体２００に
記録する画像データは、画像処理回路２０にてＪＰＥＧ形式などで所定の現像および圧縮
処理を行い、再度画像メモリ３０に記憶される。また、ライブビュー表示用の画像データ
は、画像表示部２８の画素数に基づいて、所定の現像、画素間引き、圧縮処理などの画像
処理が施され、画像表示メモリ２４に記憶される（ステップＳ２０５）。
【００８８】
　画像メモリ３０に記憶された記録媒体２００に記録される画像データは、記録媒体２０
０の記録領域２０２に書き込み、記録される（ステップＳ２０６）。
【００８９】
　また、画像表示メモリ２４に記憶されたライブビュー表示用画像データは、メモリ制御
回路２２およびＤ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２８に表示される（ステップ２０７
）。
【００９０】
　システム制御回路５０は、ステップＳ２０２におけるＡＦ（オートフォーカス）処理で
の合焦位置を被写体位置として、被写体位置記憶手段９６に記憶されている被写体位置に
上書き、記憶する（ステップＳ２０８）。
【００９１】
　そして、システム制御回路５０は画像表示ボタン６６がＯＮされているか否かを判別し
（ステップＳ２０９）、画像表示ボタン６６がＯＦＦだった場合は（ステップＳ２０９の
ＮＯ）、処理を終了する（ステップＳ２１０）。画像表示ボタン６６がＯＮされていた場
合（ステップＳ２０９のＹＥＳ）、ミラー１１２をアップさせ（ステップＳ２１１）、図
２のステップＳ１１２へ進む。
【００９２】
　図３のステップＳ２１２からステップＳ２２５は、図２のステップＳ１１２からステッ
プＳ１２５と同じ動作であるため、説明を省略する。
【００９３】
　上述のように、本件発明の撮像装置は、焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と
現在の焦点距離とを比較して、撮影レンズ（３１０）の焦点距離が変更されたか否かを焦
点距離変更判別手段（５４）で判別し、焦点距離判別手段（５４）が撮影レンズ（３１）
の焦点距離の変更がないと判別した場合には、クロップ領域の大きさおよび位置の設定を
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変更しないようにクロップ領域設定手段を制御し、焦点距離判別手段が撮影レンズの焦点
距離の変更があると判別した場合には、焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と、
現在の焦点距離と、被写体位置記憶手段に記憶されている被写体位置とに基づいてクロッ
プ領域の位置を変更するようクロップ領域設定手段を制御するよう構成されている。
【００９４】
　図７は本発明の第１の実施形態におけるライブビュー表示でのクロップ領域の位置を説
明するための図である。
　図７（ａ）はズーミング前のクロップ領域を示す図である。４００は撮像素子１４の撮
影可能領域であり、４１０はズーミング前のクロップ領域で、４１２は図４のステップＳ
３０２でのコントラストＡＦによる合焦位置である。
【００９５】
　図７（ｂ）はズーミング後のクロップ領域位置を示す図であり、４２０がズーミング後
のクロップ領域である。ズーミングに伴って、撮像面での被写体位置が移動するが、図２
のステップＳ１１８にて算出された被写体移動量に基づいてクロップ領域の位置が４１０
から４２０へと変更されている。
【００９６】
　図７（ｃ）はズーミング前後でのクロップ領域の位置関係を示す図である。図７（ｂ）
のようにクロップ領域を４１０から４２０へ変更することにより、ズーミング前後でもラ
イブビュー画像中の被写体位置が移動せずに４１２のままである。
【００９７】
　以上説明したように、本発明第１の実施形態に係わる撮像装置は、ズーム機能を有する
撮影レンズ（３１０）と、撮影レンズ（３１０）の情報を取得するためのレンズ情報取得
手段（１２４）と、撮影レンズ（３１０）より撮像面に結像された被写体像を光電変換し
て画像信号を生成する撮像素子（１４）を有し、かつ撮像素子（１４）の撮像面の一部に
クロップ領域を設定し、クロップ領域から画像信号を読み出して画像データを生成するク
ロップ撮影モードを有する撮像装置（１００）であり、クロップ撮影モードにおいて、上
述した制御手段により制御されたクロップ領域設定手段に設定されているクロップ領域の
大きさおよび位置に従って画像データの表示を行う構成を有しているので、ズーミングを
行っても被写体が表示画像領域から外れることのないライブビュー表示を行うことを可能
とする。さらには、ライブビュー表示の画像内の被写体の位置がズーミング前後で移動し
ないので、撮影者がフレーミングしなくても良好なライブビュー表示を行うことが出来る
。また、撮影者がフレーミングをする必要がないため、三脚などを用いた遠隔操作撮影に
おいて光学レンズによるズーミングを行う場合においても、被写体が撮影領域から外れる
ことなくライブビュー表示を行うことが出来る。
【００９８】
＜第２の実施形態＞
　図５および図６を用いて、本発明第２の実施形態について説明する。
【００９９】
　図５および図６は、本発明の一実施形態である動画撮影モードにおいてズーミングを行
った場合の撮像装置の動作および処理手順を示すフローチャートである。
　図５のステップＳ４０１からステップＳ４１１は、図２のステップＳ１０１からステッ
プＳ１１１と同じ動作であるため、説明を省略する。
【０１００】
　ステップＳ４１２において、システム制御回路５０は動画撮影ボタン６８がＯＮされ、
動画撮影が開始されたか否かを判別する（ステップＳ４１２）。動画撮影ボタン６８がＯ
Ｎされ、動画撮影画開始されているならば（ステップＳ４１２のＹＥＳ）、図６のステッ
プＳ５００へ進む。
　動画撮影ボタン６８がＯＮされず、動画撮影が開始されていない場合は（ステップＳ４
１２のＮＯ）、ステップＳ４１３へ進む。
【０１０１】
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　ステップＳ４１３からステップＳ４２５は、図２のステップＳ１１３からステップＳ１
２５と同じ動作であるため、説明を省略する。
【０１０２】
　図５のステップＳ４１２において動画撮影ボタン６８がＯＮされ、動画撮影が開始され
た場合（ステップＳ４１２のＹＥＳ）、画像処理回路２０が撮像素子１４から得られた信
号に対して所定の測距演算を行い、その演算結果をメモリ３０に格納する。システム制御
回路５０はこの演算結果を基に、測距ユニット４２を用いてＡＦ処理を行う（ステップＳ
５０１）。
【０１０３】
　続いて、画像処理回路２０が撮像素子１４から得られた信号に対して所定の測光演算を
行い、その演算結果をシステムメモリ３２に格納する。システム制御回路５０は、この演
算結果を基にＡＥ処理を行う（ステップＳ５０２）。
【０１０４】
　次に、一連の撮影動作における動画撮影処理を実行する。システム制御回路５０は、タ
イミング発生回路１８を制御して撮像素子１４からのアナログ信号を読み出し、Ａ／Ｄ変
換器１６によってデジタル信号に変換された後、画像メモリ３０に記憶される（ステップ
Ｓ５０３）。
【０１０５】
　ステップＳ５０３にて画像メモリ３０に記憶された画像データから、記録媒体２００に
記録する画像データと、ライブビュー表示用の画像データの２つの画像データが作成され
る。記録媒体２００に記録する画像データは、画像処理回路２０にてＪＰＥＧ形式などで
所定の現像および圧縮処理を行い、再度画像メモリ３０に記憶される。また、ライブビュ
ー表示用の画像データは、画像表示部２８の画素数に基づいて、所定の現像、画素間引き
、圧縮処理などの画像処理が施され、画像表示メモリ２４に記憶される（ステップＳ５０
４）。
【０１０６】
　画像メモリ３０に記憶された記録媒体２００に記録される画像データは、動画ファイル
の１フレーム目として記録媒体２００の記録領域２０２に書き込み、記録される（ステッ
プＳ５０５）。
【０１０７】
　また、画像表示メモリ２４に記憶されたライブビュー表示用画像データは、メモリ制御
回路２２およびＤ／Ａ変換器２６を介して画像表示部２８に表示される（ステップ５０６
）。
【０１０８】
　次にシステム制御回路５０は、動画撮影ボタン６８が再度ＯＮされ、動画撮影が終了と
なったか否かを判別する（ステップＳ５０７）。
【０１０９】
　動画撮影ボタン６８が再度ＯＮされて、動画撮影が終了された場合（ステップＳ５０７
のＹＥＳ）、図５のステップＳ４１３へ進む。
【０１１０】
　ステップＳ５０７において、動画撮影ボタン６８が再度ＯＮされずに動画撮影が継続さ
れた場合（ステップＳ５０７のＮＯ）、システム制御回路５０はタイマー７８の経過時間
が、予め設定されている所定時間ｔに達しているか否かを判別する（ステップＳ５０８）
。
【０１１１】
　タイマー７８の経過時間が所定時間ｔに達していなかった場合（ステップＳ５０８のＮ
Ｏ）、所定時間ｔに達するまで判別動作を繰り返す。
【０１１２】
　タイマー７８の経過時間が所定時間ｔとなった場合（ステップＳ５０８のＹＥＳ）、シ
ステム制御回路５０は撮影レンズユニット３００と通信し、再び撮影レンズ３１０の現在
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の焦点距離を取得して（ステップＳ５０９）、焦点距離記憶手段９８に記憶されている焦
点距離と異なるか否かを判別する（ステップＳ５１０）。
【０１１３】
　２つの焦点距離が同じであった場合（ステップＳ５１０のＮＯ）、ズーミングが行われ
なかったことになり、ステップＳ５０１へ進む。。
【０１１４】
　２つの焦点距離が異なった場合（ステップＳ５１０のＹＥＳ）、ズーミングが行われた
ことになり、ステップＳ５１１へ進む。
【０１１５】
　以下ステップＳ５１１からステップＳ５１５は、図２のステップＳ１１２からステップ
Ｓ１２１と同じ動作であるため、説明を省略する。
　ステップＳ５１５にて撮影レンズ３１０の焦点距離を焦点距離記憶手段９８に記憶され
ている焦点距離に上書き、記憶した後、ステップＳ５０１へと進む。
【０１１６】
　以上説明したように、本発明第２の実施形態に係わる撮像装置は、動画像の撮影および
記録を行う動画撮影モードを有し、上記制御手段は動画撮影モードでの撮影において、ク
ロップ撮影モードに従ってクロップ領域の位置の設定を制御することができる。すなわち
、焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と現在の焦点距離とを比較して、撮影レン
ズ（３１０）の焦点距離が変更されたか否かを焦点距離変更判別手段（５４）で判別し、
焦点距離変更判別手段（５４）が撮影レンズ（３１）の焦点距離の変更がないと判別した
場合には、クロップ領域の大きさおよび位置の設定を変更しないようにクロップ領域設定
手段を制御し、焦点距離変更判別手段が撮影レンズの焦点距離の変更があると判別した場
合には、焦点距離記憶手段に記憶されている焦点距離と、現在の焦点距離と、被写体位置
記憶手段に記憶されている被写体位置とに基づいてクロップ領域の位置を変更するようク
ロップ領域設定手段を制御する。したがって、動画撮影モードでの撮影において光学系撮
影レンズによるズーミングを行っても、ズーム倍率に合わせてクロップ領域の位置が変更
されるので、光学ズーミングにより被写体が撮影画像から外れることがないライブビュー
表示および動画撮影を可能とする。しかも、光学ズーミング中において、動画像内での被
写体位置の移動がなくなるため、撮影者がフレーミング操作をすることなく被写体の撮影
画像のライブビュー表示および動画撮影を容易に行うことが可能となる。さらに、撮像装
置を三脚などで固定して遠隔操作撮影などの撮影を行う場合においても、被写体が撮影領
域から外れないようにするためのフレームミングの必要がないライブビュー表示および動
画撮影を可能とすることが出来る。
【０１１７】
　本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の実施形
態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発明に含
まれる。上述の実施形態の一部を適宜組み合わせてもよい。
また、第１および第２の実施形態において、撮像装置が電子カメラ本体１００と撮影レン
ズユニット３００が着脱可能なデジタル一眼レフカメラであった場合について説明したが
、撮影レンズ３１０が電子カメラ本体１００に含まれる構成であっても良い。
【０１１８】
　また、上述した本件発明の構成において、システム制御回路５０による制御は、１つの
ハードウェアが行ってもよいし、複数のハードウェアが処理を分担することで、装置全体
の制御を達成する構成でもよい。
【０１１９】
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（コンピュータプログラム）をネットワーク(通信)又はコ
ンピュータ読み取り可能な各種記録媒体を介してシステム或いは装置に供給し、そのシス
テム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムコードを読み出し
て実行する処理によっても実現できる。この場合、そのソフトウエア及び該ソフトウエア
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をコンピュータプログラムのコードとして記録した記録媒体は本発明を構成することにな
る。
【符号の説明】
【０１２０】
１００：電子カメラ本体
５０：システム制御回路
５２：クロップ領域設定手段
５４：焦点距離変更判別手段
９４：クロップ領域記憶手段
９６：被写体位置記憶手段
９８：焦点距離記憶手段
３００：撮影レンズユニット
３１０：撮影レンズ
３１２：ズームレンズ

【図１】 【図２】
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